
妙見山採集会に参加して

在京1[1とL
京の虫や仲間で、兵庫県というのは妙な処らしL rー
か、木式に採集してみたら、相当面白レのではなレカもと
L  、う請を聞いてし、た。それが実現するなどとは夢にも思
わず、地図を開レては、未知の新採地探索をしてし、たも
のであった。また、私が、兵庫農大赴任と決定し、色々
の)jから、兵庫県が、昆虫学上かなり未開の地であるこ
とをH12示されたc このとき特に指摘された地域がf日馬で
あった。
赴任以来、既に新昆虫( 8巻 5 号
氾したように数回にわたり、氷のUI ・扇山を訪れ、各種
のJ多種を得てL、るが、残念なニとにこの山塊の東端にあ
る妙見山には足をむけなかった l その苅I由はと開ヵ、れる
と返答にl村るわけだが、案内してくれる人もなく、| 潟宮
の住人tJ，ら、それ程{ 間的のある所とは思えないとも [lIJ¥，、
てレた泊、らではある。しか L 、今回辛いにも、兵庫県生
物学会の採集会か開催され、一通り案内して l頁いたの
で、その片鱗を知る機会を得た。採集に好適のシーズン
ではな泊ったので、昆虫相そのものにつL、ては何とも云
えないが、見たまま感じたままを花L て、今後の参考と
LtニL 、1
まず‘今101の採集会で日につL 、たことは、例年に比

JL 
は、ご準備十さった111本先' t . が、特に妙見111の見虫相の
不明な 4 とをf考えられて、助員されたのカとも疑っては
みた泊、そうではなさそうであった。
さて、妙見1I1の係集地と L ては、大別して 3つの地域

i二分けられると思われた汽第 1は平地引見虫の好採集J山
として、 11光院より大総までの谷沿L 、コースである J ふ

の 11は天候にめくまれ、子オ、セセリか非常ι多く日ら

奥 谷 ネlt

れたが、実際その食lp:のアヲブキカ子IJる処に生えて L、
た これだけアワブ~ キがあればスミナカシがし、てもよさ
そうだが、遂に発見できなカ通ったのは残念である y アオ
バセセリは他でもかなり見泊、けたが、この谷の数の多い
のには篤いた。第 2は日光院付近の山地。この辺ではま
だ平地性の昆虫類が多く、特に夜間に野外での講演中に
電気に集ってくるカの類が面白L 、ょうであったρ オオ i

スアオの 21止代目のが来たり、キマダラコウモリが飛jと
してし、たのは印象的であった。 11光院より名草判11社に到
る道では、エゾゼ: の鳴くのを| 立J¥'、たが‘木積は但馬地
区一部に海抜 5 0 0 m 位の処に分布するようにl忍われるい
屋根j庄は概ね採集に適さないので、ここを素通りして、
第 3の地点、名草刈l社がよ L、。名草神社の杉の大木l土、
かねてカ sらlJ.¥j¥ ，、てはし、たか、見事なもので感心した。こ

ヒコ
の付近は北九州の好採集地として知られる英彦111権現を
思わせるのこ二の付近の代表種と L ては、ヒメキマダラヒ
カゲを多数採集してL、た 鼠常林の代表種のフナがな¥ ，、
ことはきわめて淋しし、が、以前Iには名草神社あたりには
生えてL たものら L く、稚樹を見つけることカゐできた
氷のJJJ ・扇山では、三れ{ 立の傑高 (約700m) では. 殆
んど針葉樹の! 京王t . 林をみることはできなし、ので、妙見IU
の杉のIJjV:[;林は{ 日馬U IJi:i地' 貯の重要な意味をもつように
思われ/ムヘ
結論として云える↓とは、妙見山か、但i鳩山岳地域の

ーとの 2 1!i、カ、見虫分イli学上とんな意義をもつか、非常
ι興味をひし f;.o

今回の民集会を機tニ、氷の 1I1 ・煽1I1ばカ sりでなく、妙
見山も本格的調奈の刻称と L て、もっと徹底 L た採集を
行な¥. .tこL ものと!どう
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